
7 月の行事予定 

日 曜   行事 きらり 

1 月    

２ 火 ワーク 自然観察会（そらのりんご・あんず・すだち） 出張ひろば 

３ 水 ワーク      （かぜのりんご・あんず・すだち） 

集金締切日 

 

４ 木 （ひかりのりんご・あんず・すだち）  

５ 金 おおきくなったかな リズム 七夕まつり  

6 土   

７ 日   

８ 月 ファミリーデー 避難訓練 太極拳 妊婦支援 

９ 火 ワーク バス散歩（ザリガニ釣り） 出張ひろば 

10 水 ワーク バス散歩（ザリガニ釣り）  

11 木  どんぐりグループ 

12 金 誕生会 リズム 弘子さんの知恵袋   

13 土   

14 日   

15 月 海の日  

16 火 ワーク バス散歩（ウオット） 出張ひろば 

17 水 ワーク バス散歩（上島緑地そらのあんずとすだち）  

18 木 ちいさなおなべの会  

19 金 リズム バス散歩（森林公園オープニングセレモニー） きらり講座 

20 土   

21      日   

22 月 スイカ割り（第二長上苑） 長期休暇支援 

23 火 ワーク お茶会 バス散歩（上島緑地ひかりのあん

ずとすだち） 

出張ひろば 

24 水 ワーク バス散歩（上島緑地かぜのあんずとすだち）  

25 木  どんぐりグループ 

26 金 リズム  

27 土 夏祭り  

28 日   

29 月 太極拳 伝承あそび カンガルータイム 

30 火 ワーク バス散歩（上島緑地そらのあんずとすだち）  

31 水 ワーク バス散歩（上島緑地ひかりのあんずとすだち）  
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31 年度テーマ 

 
かこ さとしの世界 
 

見る 食べる 

知る 学ぶ 

8 月の予定 

 

9 日（金）     ファミリーデー 誕生会 

食券販売 ７月 22日（月）～7月 26 日（金） 

6 日（火）～8日（木）   自然観察会  

バス散歩は 8月の園だよりでお知らせします。 

13 日（火）～17 日（土）  夏季保育 

 

 

 

 

  

暑い夏がやってきました。水の感触の心地よさ、梅ジュー

スの酸味の旨さ、木陰の涼しさ。 

日々の生活の中で五感を使って夏を実感しています。夏は、人

も植物も成長させます。プールで友だちと一緒に身体を思い

っきり動かした後は、青々とした夏野菜いっぱいのランチを

モリモリと完食。そして、倒れこむように布団でぐっすりと昼

寝。メリハリのついた生活を送り、心も身体もぐんぐんと育っ

ています。真っ黒に焼け始めているその肌の中で「唯一白い足

の裏」を見せながら、ぐーぐーと寝ているその姿に毎年微笑ま

しく思う私です。               朋子 

朝の体操は、一日の始まり。 

毎月体操の音楽が変わり、その都度すだちさんが前に出て

7 月より子育て支援ひろばに安達優子

が入職します。よろしくお願いします。 

ながかみ夏祭り 

今年も夏祭りの季節がやってきました。 

テーマは「かこさとし絵本の世界」 

おたのしみコーナーに一歩足を踏み入

れると、そこではみんなが主人公。 

「だるまさんとてんぐちゃん」「だるま

ちゃんとかみなりちゃん」など、懐かし

い絵本、子どもたちが大好きなかこさん

の世界を親子で楽しんでください。 

恒例の「ながかみ劇団」、パワーアップ

した花火もお楽しみに…！ 

ながかみ夏祭りが、夏の夜のひとときの

思い出となり、子どもたちの心の残るよ

う、盛り上げていきたいと思います。 

 

 

 

 夏季保育について 

年間計画でお知らせしているとお

り、8 月 13 日（火）～1７日（土）は、

夏季保育です。なるべくお休みを合わ

せていただき、ご家庭で過ごす時間を 

作っていただけるようお願いいたし

ます。後日ご意向をお伺いします。 

    

 

七夕まつり 

～短冊に願いを込めて～ 

1 日（月）から短冊を配布しています。

お部屋に笹が飾られたら、登降園時に

親子で飾り付けを 

お願いします。 

 

バス散歩の持ち物（上島緑地の場合） 

・濡れてもいい靴（袋に入れる） 

・水着 ・外遊び用の帽子 ・タオル 

＊登園時には、プール可否のマグネット

の移動をお忘れなくお願いします。 

 

プール遊びの季節を迎え、いよいよ本格的な夏の訪れ

です。3 階プールと事務室横のプールに分かれて、朝か

ら子どもたちの歓声に包まれます。 

水遊びに向かう子どもたちの姿は様々で、プールのへ

りにしがみつき半泣きの子がいるかと思えば、シャワー

をかけられてもニコニコ笑顔の子、また、頭から飛び込

み水の中を自由に動き回り周囲をびっくりさせる子な

ど、その様子は一人ひとり違います。しかし、プールが

終了する９月頃には、どの子も目覚ましい成長をみせ

て、私たちを驚かせてくれます。 

そこで、水遊びの環境を考える時、なぜ子どもたちは

自ら学び、自ら挑戦し、自ら育っていくのでしょうか？ 

まず、プールという場所が設定されていること、そして

十分な時間が保障される。適度の水量と人数（仲間）が

保障され、魅力的なアフォーダンス（誘発されるもの）

がある。そして何よりも大切な異年齢での刺激的な環境

のもとで、この夏を毎日過ごします。ここに、「育ちのし

くみ」があるのではないでしょうか？ 

ながかみでは、毎日朝の 9 時 30 分からプールがオー

プンします。入る時間も緩やかに流れて、いつまでも入

っている子や、すぐ出てしまう子など、子どもの気持ち

に任せつつ見守っています。 

もちろん異年齢で入りますから、年齢に関係なくダイナ

ミックに繰り広げられる水しぶきを感じながら、少し身

を引いてみたり、勇気を出して飛び込んでいったりと自

らの判断で行動します。時には、思いがけなく水しぶき

の中心に入ってしまい、慌てて逃げ出してくる子もいま

す。子どもたちが去ったプールに、たった一人で入るの

がお気に入りの子もいます。このゆったりとした時間の

保障と自ら判断し、行動に移せる環境こそが「育ち」の

全てです。水遊びだけでなく、お庭で繰り広げられるも

ろもろの遊びにも同じことが言えます。 

 今年は一年をかけて「安全で自ら育つ環境とは？」を

学び、ながかみの森の改修を計画しています。保護者の

皆様の中で、やってみたい興味があるという方は、ぜひ

ご一緒に取り組みませんか？アイデア、アドバイスなど

子どもたちの「育ち」の環境作りにお力をお貸しくださ

い。 

 

＊直接申し出て下されば幸いです。 

一緒に学習会をやりましょう。 

 

弘子            

一緒に学びましょう！自ら育つ遊びの環境 


